
近
藤
区
長
の
挨
拶
（
６
月
12
日
）
は
「
急

速
な
少
子
高
齢
化
社
会
の
進
展
」
で
「
行
政
需

要
は
増
加
の
一
途
」
「
基
金
を
大
幅
に
取
り
崩

し
て
予
算
編
成
」
し
て
き
た
が
、
「
歳
出
規
模

に
見
合
う
歳
入
の
確
保
は
き
わ
め
て
困
難
な
状

況
」
「
今
後
の
財
政
フ
レ
ー
ム
を
再
構
築
し
た

上
で
」
「
事
業
の
選
択
と
集
中
、
整
理
・
統
合
、

な
ど
に
よ
り
、
時
代
の
変
化
に
対
応
し
た
施
策

･

事
業
へ
と
再
編
す
る
こ
と
が
急
務
」
と
言
っ

て
、
「
痛
み
を
伴
う
こ
と
も
予
測
さ
れ
る
が
、

課
題
を
先
送
り
す
る
こ
と
な
く
、
責
任
も
っ
て
」

実
行
す
る
こ
と
を
宣
言
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
防
災
対
策
を
口
実
に
、
「
各
自
治

体
の
判
断
で
平
成
２
６
年
か
ら
３
５
年
ま
で
各

年
度
の
住
民
税
均
等
割
額
を
５
０
０
円
増
額
す

る
こ
と
が
可
能
と
な
り
」
足
立
区
も
区
民
税
の

均
等
割

額
を

「
増
額
さ
せ
て
」
行
く
と
し
て
い
ま
す
。
「
孤

立･

孤
独
死
」
対
策
を
進
め
孤
立
を
さ
せ
な
い

社
会
づ
く
り
、
防
火
や
犯
罪
の
温
床
と
な
る
「

ご
み
屋
敷
」
な
ど
生
活
環
境
を
図
っ
て
い
く
。

待
機
児
対
策
の
実
態
把
握
に
努
め
引
き
続
き
取

り
組
ん
で
い
く
こ
と
な
ど
を
表
明
し
ま
し
た
。

日
本
共
産
党
の
代
表
質
問
は
、
区
長
の
政

治
姿
勢
に
つ
い
て
、
所
得
も
消
費
も
落
ち
込
ん

で
い
る
と
き
に
消
費
税
増
税
す
れ
ば
、
日
本
経

済
の
６
割
を
占
め
る
個
人
消
費
や
雇
用
の
７
割

を
支
え
る
中
小
企
業
に
大
き
な
打
撃
と
な
り
景

気
は
悪
化
す
る
。
低
所
得
者
や
中
小

企
業
の
多
い
足
立
区
の
区
長
と
し
て

区
民
の
生
活
を
支
え
中
小
企
業
を
応

援
し
所
得
や
税
収
を
増
や
す
こ
と
は

重
要
な
課
題
だ
と
指
摘
し
、
収
入
に

応
じ
て
課
税
す
る
応
能
負
担
が
基
本

で
あ
り
、
世
界
の
流
れ
と
な
っ
て
い

る
富
裕
層
に
対
し
て
増
税
を
行
う
こ

と
を
、
区
長
は
ど
う
思
う
か
。
質
問

し
ま
し
た
。

原
発
は
も
と
も
と
、
現
在
の
技
術

で
は
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
な
い
危
険

な
も
の
。
政
府
は
関
西
電
力
大
飯
原

発
の
原
発
再
稼
動
の
動
き
の
な
か
、

東
京
電
力
の
特
別
事
業
計
画
に
柏
崎

刈
羽
原
発
の
稼
動
を
盛
り
込
ん
だ
。

区
は
予
算
委
員
会
で
わ
が
党
の

質
問
に
「
再
稼
動
を
容
認
す
る
」

よ
う
な
答
弁
を
行
っ
た
が
、
原
発

に
依
存
し
な
い
地
域
づ
く
り
を
唱

え
る
首
長
ら
が
「
脱
原
発
を
め
ざ
す
首

長
会
議
」
を
設
立
し
、
「
原
発
再
稼
動

は
拙
速
に
陥
ら
ず
、
地
元
自
治
体･

住

民
の
合
意
形
成
を
求
め
る
」
決
議
し
、

「
２
０
１
２
年
夏
に
制
定
さ
れ
る
新
し

い
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
に
お
い
て
、

原
発
ゼ
ロ
と
な
る
決
定
を
政
府
に
求
め

る
」
決
議
を
あ
げ
て
い
る
。
同
じ
自
治

体
の
長
と
し
て
区
長
も
こ
の
立
場
に
立

つ
べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。
と
質
問
し

ま
し
た
。

千
寿
第
五
小
学
校
の
統
廃
合
に
つ
い

て
は
、
区
が
自
ら
ル
ー
ル
を
破
っ
て
進
め
、
地

域
の
理
解
が
得
ら
れ
ず
、
「
再
検
討
を
求
め
る
」

署
名
、
４
月
に
は
地
元
３
町
会
長
か
ら
、
人
道

に
反
す
る
統
廃
合
の
す
す
め
方
に
、
止
む
に
や

ま
れ
ず
「
統
廃
合
撤
廃
の
嘆
願
書
」
ま
で
提
出

さ
れ
た
。
い
ま
だ
圧
倒
的
地
域
住
民
が
反
対
し

合
意
が
得
ら
れ
な
て
い
な
い
の
に
、
強
引
に
教

育
委
員
会
が
進
め
る
統
廃
合
を
、
区
長
は
認
め

る
の
か
。
質
問
し
ま
し
た
。

震
災･

防
災
対
策
に
つ
い
て
は
、
都
の
被

害
想
定
に
は
住
宅
の
倒
壊
、
雑
居
ビ
ル
、
高
速

道
路
、
地
下
鉄
な
ど
事
故
の
数
値
化
が
行
わ
れ

て
い
な
い
な
ど
、
過
小
化
に
つ
な
が
り
、
「
区

民
の
命
、
お
よ
び
身
体
、
財
産
を
守
る
」
地
域

防
災
計
画
は
で
き
な
い
と
思
う
が
、
区
長
は
ど

う
考
え
る
か
。
質
問
し
ま
し
た
。

ま
た
木
造
密
集
地
域
対
策
、
通
電
火
災
対
策
、

住
宅
の
耐
震
化
、
液
状
化
対
策
、
原
子
力
災
害

対
策
、
広
域
避
難
応
援
体
制
、
綾
瀬
川
堤
防
の

耐
震
補
強
と
水
害
対
策
な
ど
に
つ
い
て
質
問
し

ま
し
た
。

放
射
能
汚
染
対
策
で
は
、
放
射
能
測
定
器

の
貸
し
出
し
を
す
る
こ
と
。
保
育
園
、
幼
稚
園
、

学
校
な
ど
給
食
食
材
の
放
射
能
汚
染
を
事
前
測

定
す
る
こ
と
。
都
営
住
宅
、
公
社
住
宅
な
ど
ホ
ッ

ト
ス
ポ
ッ
ト
の
測
定
と
除
染
を
管
理
者
が
責
任

も
っ
て
実
施
す
る
よ
う
区
が
要
請
す
る
こ
と
。

介
護
保
険
で
は
、
給
付
抑
制
の
た
め
現
場

で
は
６
０
分
の
生
活
援
助
が
４
５
分
に
な
り
、

「
利
用
者
が
大
急
ぎ
で
食
事
す
る
」
な
ど
実
態

を
示
し
、
機
械
的
な
時
間
短
縮
は
行
わ
な
い
よ

う
指
導
を
求
め
る
質
問
を
し
ま
し
た
。

生
活
保
護
に
つ
い
て
は
、
人
気
が
出
た
タ

レ
ン
ト
の
親
の
扶
養
と
い
う
特
殊
な
ケ
ー
ス
は

あ
く
ま
で
道
義
的
な
問
題
で
あ
り
、
制
度
の
欠

陥
で
は
な
い
こ
と
。
今
回
の
事
例
に
関
わ
っ
て
、

憲
法
２
５
条
で
保
障
さ
れ
た
生
存
権
を
奪
い
、

必
要
な
人
が
必
要
な
と
き
に
受
け
る
こ
と
が
で

き
な
く
な
る
よ
う
な
こ
と
は
、
あ
っ
て
は
な
ら

な
い
と
質
問
し
ま
し
た
。

２０１２年６月１７日 こんにちは伊藤和彦です（発行会派日本共産党党足立区議団．発行責任者伊藤和彦） NO ９６０
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日本共産党区議団 直通3880－5770

第
２
回
足
立
区
議
会
定
例
会
が
６
月
12
日
か
ら
29
日
ま
で
開
か
れ
ま
す
。
日
本
共

産
党
区
議
団
は
緊
迫
す
る
情
勢
の
な
か
、
消
費
税
増
税
、
原
発
再
稼
動
に
つ
い
て
区

長
の
政
治
姿
勢
を
追
及
す
る
と
と
も
に
、
学
校
統
廃
合
、
震
災･

防
災
対
策
、
介
護

保
険
な
ど
、
区
民
の
切
実
な
願
い
を
実
現
さ
せ
る
論
戦
を
行
い
ま
し
た
。

写真は「増税するなら富裕層に」と訴

える伊藤和彦区議（竹ノ塚駅東口）

写真は質問のため関原の森･修
復型まちづくりを調査する区

議団･伊藤和彦撮影・6月9日



花
畑
団
地
を
住
み
よ
く
す

る
会
（
代
表
・
荒
木
冨
佐
）

は
、
日
本
共
産
党
・
田
村
智

子
参
院
議
員
、
大
島
よ
し
え

都
議
と
と
も
に
Ｕ
Ｒ
・
都
市

再
生
機
構
か
ら
花
畑
団
地
の

再
生
に
関
わ
る
聞
き
取
り
調

査
を
５
月
17
日
に
参
議
院
議

員
会
館
で
行
い
ま
し
た
。

要
望
事
項
は
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
、
シ
ル
バ
ー
ピ
ア
、

医
療
機
関
な
ど
の
建
設
を
は

じ
め
、
高
齢
者
が
楽
し
く
交
流
で

き
る
サ
ロ
ン
な
ど
設
置
、
子
育
て

施
設
、
各
階
停
止
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

設
置
、
継
続
世
帯
の
リ
フ
ォ
ー
ム
、

西
集
会
所
が
な
く
な
っ
た
の
で
代

わ
る
施
設
の
設
置
、
交
通･

バ
ス
路
線
な
ど
で
す
。

そ
の
内
容
を
も
と
に
、

６
月
６
日
、
足
立
区
の
都

市
整
備
部･

岡
野
部
長
、
住

宅･

都
市
計
画
真
鍋
課
長
、

ま
ち
づ
く
り
佐
々
木
課
長

と
交
渉
し
ま
し
た
。

Ｕ
Ｒ
の
複
合
型
再
生
団

地
事
業
は
、
花
畑
団
地
の

半
数
近
い
１
１
５
７
戸
を

壊
し
、
約
５
万
㎡
の
広
大

な
土
地
を
民
間
に
売
却
し

よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
す

で
に
今
年
、
売
却
予
定
地

を
ト
タ
ン
板
で
囲
み
一
切

の
出
入
り
が
で
き
な
く
な
っ

て
い
ま
す
。
（
写
真･

上
）

Ｕ
Ｒ
と
の
聞
き
取
り
調
査
で
は
、
区
と

よ
く
協
議
す
る
、
と
い
し
て
い
る
の
で
区

の
考
え
方
を
聞
き
ま
し
た
。

区
は
「
約
５
万
㎡
の
土
地
に
つ
い
て
は

ま
だ
計
画
は
な
い
。
住
民
の
要
望
も
聞
き

Ｕ
Ｒ
と
話
し
合
い
を
進
め
て
い
く
。
Ｕ
Ｒ

に
は
区
の
要
望
に
こ
た
え
て
も
ら
う
」
と

答
え
ま
し
た
。

団
地
自
治
会
の
調
査
で
も
６
５
歳
以
上

の
高
齢
者
が
全
体
の
７
０
％
を
超
え
、
そ

の
う
ち
３
２
％
の
世
帯
は
ひ
と
り
暮
ら
し

高
齢
者
と
な
っ
て
い
ま
す
。
孤
独
死
解
消

を
め
ざ
す
安
否
確
認
活
動
な
ど
も
行
わ
れ

て
い
ま
す
が
困
難
を

抱
え
て
い
ま
す
。

住
み
よ
く
す
る
会

で
は
居
住
者
の
要
望

を
実
現
さ
せ
た
い
と

根
ば
り
強
く
取
り
組

み
を
す
す
め
て
い
ま

す
。

２０１２年６月１７日 こんにちは伊藤和彦です（発行会派日本共産党党足立区議団．発行責任者伊藤和彦） NO ９６０

私はこのほど区議会議員２５年在職

に対し全国市議会議長会より表彰が行

われました（5月29日）。区議会議長

室にて表彰状と２５年議員バッチを受

けました。 伊藤和彦

親と暮らせない子どもたちと、

隣り合う保育士たち。

そして、子どもとふたたび

暮らすことを願う親。

ある児童養護施設の、

日常を追う八年のものがたり。

問い合わせは ３８８０―５７７０控え室

ポレポレ東中野

ＪＲ東中野駅ホーム北側線路沿い 電話０３ー３３７１ー００８８

とな

●「とてもいい映画です。みんなに知ら

せてください」保木間・Ｙさんより

湯
西
川
温
泉
に
行
っ

て
き
ま
し
た
。

６
月
10
日
、
11
日
に
北
部
後
援
会
・
恒

例
の
旅
行
会
に
出
か
け
て
き
ま
し
た
。

晴
天
の
な
か
雨
あ
が
り
の
湯
西
川
の

深
緑
は
心
が
和
み
ま
し
た
。
吹
く
風

を
楽
し
み
な
が
ら
平
家
の
里
を
散
策
し
、

初
め
て
の
方
も
カ
メ
ラ
に
撮
り
、
温
泉
に

浸
か
り
ま
し
た
。
部
屋
で
は
ビ
ー
ル
を
飲

み
な
が
ら
話
が
弾
み
「
自
転
車
屋
の
Ｉ
さ

ん

？

」

「
千
住
の

床
屋
の
Ｍ

さ
ん
？
」

な
ん
と
２

人
は
足
立

学
園
の
同

級
生
。
６

０
年
ぶ
り

の
ご
対
面

と
な
り
ま

し
た
。
ち
ょ
っ
と
い
い
話
で
宴
会
の
席
で

も
紹
介
し
た
と
こ
ろ
会
場
は
拍
手
喝
さ
い

と
な
り
ま
し
た
。
い
い
思
い
出
に
な
っ
た

旅
行
会
と
な
り
ま
し
た
。
み
な
さ
ん
、
あ

り
が
と
う
。
実
行
委
員
の
み
な
さ
ん
、
ご

苦
労
様
、
あ
り
が
と
う
。
伊
藤
和
彦

団地のみなさんと交渉する伊藤区議

団地を壊し売却予定の工事が進む花畑団地西側

同級生が60年ぶりに握手する

ＩさんとＭさん・湯西川にて

平家の里･散策


